
※平成26年度に実施した事業を評価しています

- 34 - 01 - 00 予算事業名

会計 10 款 03 項 01 目 05

１．事業の位置付けと関連計画、関連事業等
第三次川越市総合計画上の位置付け（太枠内） 位置付けなしの場合

２．事業の目的と概要

３．実施にかかるコストと実績 (単位:千円)

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

４．成果指標・活動指標による分析
※臨時職員の給与も人件費に含みます。

単位
(目標) 29
(実績) 6,989.0 年度

(目標) 29
(実績) 11.4 年度

(目標)

(実績) 年度

(目標)

(実績) 年度

５．事業の実施を通じた分析

27年度 28年度 29年度

東・西後楽会館、オアシス、高階市民センター、名細市民センターで出張マッサージを実施するなどの取組を行っているが、利用率が低
下している状況である。

⑵　比較参考値（他市での類似事業の例など）

中核市でも多くの市で、マッサージ事業を行っており、申請に基づき年間数枚の割引利用券を交付している。

⑶　これまでの見直しや改善等の経過

高齢者人口の増加に伴い、平成22年度から利用券の交付を、それまでの２回から１回へ変更した。

今後３年間の方向性 継続 継続 継続

指標に基づく評価 利用率が減少傾向にあるため、有効性に課題があると考えられる。

⑴　現在の課題と状況 有効性に課題 必要性に課題

指標の定義・説明

指標の定義・説明

活動
利用率 ％ 12.3 12.0 11.7 11.4 12.0

指標の定義・説明 (無料利用券の年間利用件数）/（交付件数）

将来目標値

成果
利用件数 件 6,472.0 6,648.0 6,798.0 7,320.0 8,500.0

指標の定義・説明

評価指標 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度目標値

無料利用券の年間利用件数

市の財政負担（＝Ｃ－Ｄ－Ｅ） 15,592 15,997 16,342 16,784 17,543

その他特定財源

0.10人

国県支出金

臨時職員（1年間の従事人数）

人件費 707 707 707 707 707

総コスト（Ｃ＝Ａ＋Ｂ） 15,592 15,997

事業費 14,885 15,290 15,635 16,077 16,836

16,342 16,784 17,543

正規職員（1年間の従事人数） 0.10人 0.10人 0.10人 0.10人

事業の目的
（誰・何を対象に、何の
ために実施するのか）

市内に住所を有する高齢者に対し、敬老を趣旨として、あん摩、マッサージ、指圧、はり又はきゅうの施術を行
い、もって高齢者の健康の増進と福祉の向上を図ることを目的とする。

事業の概要
（活動内容、実施手段・

方法など）

４月１日現在市内に住所を有し、当該年度の末日において７０歳以上となる高齢者に対し、川越市敬老マッサー
ジサービス無料利用券を交付する。

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度(見込額) 備考欄

細施策 1 生きがい対策の充実
当事業に関連
する事務事業

なし事業実施の根拠となる
法令・条例等

川越市敬老マッサージサービス事業実施要綱

方向性（節） 1節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 個別計画等の
名称

すこやかプラン・川越
施策 2 高齢者福祉の推進

基本目標(章) 1章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 実施計画事業名 生きがい対策

担当部署 福祉部 高齢者いきがい課 高齢者いきがい担当 予算事業コード

法令による実施義務

平成27年度　事務事業評価シート

事務事業名称 川越市敬老マッサージサービス事業 継続

コード 26 生きがい対策

義務ではない





１ 事業内容 

  ７０歳以上（当該年度末で７０歳に到達する方も含む。）で、４月１日現在、

市内に住所のある方に敬老を趣旨として、按摩、マッサージ・指圧、はり

又は灸のうちいずれかを年１回、無料で受けられる利用券を交付する。 

  （資料１「川越市敬老マッサージサービス事業実施要綱」参照） 

 

２ 事業のこれまでの経緯 

 昭和５３年４月  

事業開始 

対 象 者：４月１日現在７０歳以上 

利用回数：１回／年度 

実施形態：対象者全員に利用券を郵送 

 

昭和５９年４月 

対 象 者：４月１日、１０月１日現在７０歳以上  

利用回数：２回／年度 

   実施形態：４月に１回分、１０月に１回分郵送 

 

 平成１０年度    

対 象 者：当該会計年度末７０歳以上 

利用回数：２回／年度 

    実施形態：４月に２回分郵送 

 

 平成２２年度    

（１）利用券の交付を年２回分から１回分に変更 

     ［変更の理由］ 

       高齢者人口の増加に伴い、利用件数・事業費が増加していた。

将来の更なる高齢者人口の増加に対応し、持続可能な事業とするた

め、利用回数を２回から１回に改めた。   

   （２）東西後楽会館等で出張マッサージサービスを開始 

     ［変更の理由］ 

             利用者の利用機会を増やし、利便性に配慮するため、高齢者が

利用している施設である東・西後楽会館、オアシスで出張マッサー

ジを開始した。 

     

 

補足資料：敬老マッサージサービス事業の概要 

 



【 参考|変更に伴う利用状況への影響 】                            

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

利用件数（件） 15,828  17,101 7,588  

利用率（%） 18.1 18.45 15.34 

事業費（円） 36,480,300 39,332,300 17,452,400 

 

３ 実施方法 

 ・業務委託により実施している。 

（資料２「川越市敬老マッサージサービス事業委託仕様書」参照） 

  

・委託先 公益社団法人 埼玉県鍼灸マッサージ師会川越支部 

      川越市鍼灸師会 

 

 ・委託料単価 2,300 円/１回 

 

・施術院   ５２ケ所 

 

 

４ 出張マッサージの実施状況  

      年度 

会場 

２２ 

 

２３ 

 

２４ 

 

２５ 

 

２６ 

 

合計 

東後楽会館 ３２ ２９ ４６ ３３ ３６ １７６ 

西後楽会館 ３８ ３９ ４２ ３７ ３９ １９５ 

総合福祉センター １４ ２０ １６ １６ ２５ ９１ 

高階市民センター    ２０ １７ ３７ 

北部ふれあい 

センター 

   ３  ３ 

名細市民センター     ５ ５ 

合計 ８４ ８８ １０４ １０９ １２２ ５０７ 

   

  ・回数   東・西後楽会館のみ２回/年度、その他の施設は１回/年度 

  ・施術時間 １０：００～１５：３０ 

 

  ※開始当初の東・西後楽会館、オアシスに加えて、高階市民センター等実

施会場を拡大し、施術院が少ないなど地域による利用機会の格差の解消

を図っている。 



 

資料１ 

川越市敬老マッサージサービス事業実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、市内に住所を有する高齢者に対し、敬老を趣旨

として、あん摩、マッサージ、指圧、はり又はきゅうの施術を行い、

もって高齢者の健康の増進と福祉の向上を図ることを目的とする。 

（利用券の交付等） 

第２条 市長は、毎会計年度の４月１日現在市内に住所を有し、当該

会計年度の末日において７０歳以上となる高齢者に対し、川越市敬

老マッサージサービス無料利用券（様式第１号）を交付するものと

する。 

２ 前項の規定による利用券の交付を受けた者は、毎会計年度の末日

までに、市内に居住し、かつ、あん摩マッサージ指圧師、はり師、

きゅう師等に関する法律（昭和２２年法律第２１７号）第１条に定

めるあん摩マッサージ指圧師免許、はり師免許又はきゅう師免許を

受けた者（以下「施術者」という。）から当該年度内に１回、無料

であん摩、マッサージ、指圧、はり又はきゅうの施術を受けること

ができる。 

（施術料等） 

第３条 市長は、施術者と施術についてあらかじめ協議し、施術料等

を定めておくものとする。 

（施術料以外の費用負担） 

第４条 往診料等前条に定める施術料以外の費用については、被施術

者の負担とする。 

（施術料の請求） 

第５条 施術者は、施術した日の属する月の終了後、速やかに施術料

請求書（様式第２号）により、市長に対し施術料の請求をするもの

とする。 



 

（施術料の支払） 

第６条 市長は、前条の請求があったときは、その内容を照合して支

払額を確定し、施術者に支払うものとする。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めのない事項については、別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

 



資料２-１ 

 

川越市敬老マッサージサービス事業委託仕様書 

 

 

１ 委 託 名  川越市敬老マッサージサービス事業委託 

 

 

２ 委 託 期 間  平成２６年 ４月 １日から平成２７年 ３月３１日 

 

 

３ 委 託 箇 所  川越市内全域 

 

 

４ 委託の大要  市で交付した（４月１日現在市内に住所を有し、当該会計

年度末日において７０歳以上となる高齢者に対し、年 1 回

分）利用券を提出した高齢者に、無料であん摩・マッサー

ジ・指圧・はり・灸のいずれか１科目の施術をおこなう。 

 

 

５ 委託の詳細  別紙詳細仕様 

 



資料２-２ 

川越市敬老マッサージサービス事業委託詳細仕様書 

 

 受託者は、業務の遂行にあたっては、川越市敬老マッサージサービス事業実

施要綱（以下「要綱」という。）の規定に従うとともに、その他関係法令を遵守

しなければならない。 

 

１ 施術の内容 

 ⑴ 施術科目は、要綱第２条第２項に規定するあん摩、マッサージ、指圧、

はり又は灸とし、１回につきいずれか１科目とする。 

 ⑵ １回の施術時間は、あん摩、マッサージ及び指圧については概ね３０分

間とし、はり及び灸については利用者の主訴及び施術の効果を勘案しその

都度決定する。 

２ 説明責任 

  施術に先立って、利用者に次の事項を説明し了解を得ること。 

 ⑴ 利用券で受けられる施術の内容及び概ねの施術時間。 

⑵ 利用券の適用範囲外となる施術の内容及び本人負担の額。 

３ 利用券のとりまとめ 

 ⑴ 利用券は、支部会員である個々の施術院ごとに、施術院名称、施術月及

び利用者名が判別できるように取りまとめること。 

 ⑵ 月遅れ請求分の区別は不要である。 

４ 読替運用 

  要綱第３条、第５条及び第６条に「施術者」とあるのは、「受託者」と読み

替えて運用する。 




